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財 政 事 情 
 
 

『滋賀県基本構想 ～夢や希望に満ちた豊かさ実感・滋賀～ 』の実現に向けて 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

平成 30 年（2018 年）11 月 

滋 賀 県 



 

                       (   内の順位は、全都道府県中数値の大きい方からの順位です。) 

 総面積  4,017.38 k㎡  38位 

   (うち琵琶湖の面積 669.26 k㎡)         市町数       13市 6町（H22.3.21～） 

＊H29.10.1国土地理院「平成29年全国都道府県市区町村別面積調」        

 

 

     人 口      1,412,916  人（H27.10.1現在） 

  26位 

                                増加率        0.15 ％（対H22.10.1現在） 

７位 

                                 世帯数      537,550 世帯（H27.10.1現在） 

    29位 

                                     増加率       3.83 ％（対H22.10.1現在） 

７位 

                                                １世帯当たり人員 2.63 人（H27.10.1現在） 

                                                                    （ 2.72 人（H22.10.1現在）） 

                   ＊人口、世帯数は総務省統計局「平成27年国勢調査」 

 

 

 

  

県民所得    305.8 万円（県民１人当たり）                  12位 

                   ＊内閣府「平成27年度県民経済計算年報」 

                           実質経済成長率  2.5 ％（県内総生産（生産側）実質:連鎖方式）   13位 

                                   ＊内閣府「平成27年度県民経済計算年報」 

                         県内総生産における第２次産業の占める割合  45.2 ％         １位 

                                    ＊内閣府「平成27年度県民経済計算年報」 

 

 

 

滋賀県の姿 

表紙の写真  
学習船「うみのこ」 

 
 昭和５８年度からスタートしたびわ湖フローティングスクール。就航から昨年度までの３５年間で

約５４万人の児童を乗せ、３月に引退した初代「うみのこ」に代わり、今年度から新しい「うみのこ」

による児童学習航海を実施しています。新しい「うみのこ」は、環境に配慮し、ＣＯ２などの排出量

を抑え、騒音や振動を低減した電気推進船です。また、実験室を新設するとともに、水中カメラ、船

内ＬＡＮ、ＩＣＴ機器等を導入し、より科学的に琵琶湖を学ぶことができるようになりました。 

 

平成30年10月1日現在（滋賀県統計課） 

人口: 1,412,881人、世帯数: 568,091世帯 


